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に
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入
管
施
設
の
「
闇
」

�
死
亡
事
件
、
自
殺
、
人
権
侵
害

い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
外
国
人
労
働
者
」
が
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た

「
不
法
労
働
者
」
に
助
け
ら
れ
た
過
去
を
「
な
か
っ
た
」
こ
と
に
す
る
政
府

「
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
労
働
者
」
も
「
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
」
も
国
連
定
義
で
は
「
移
民
」

多
く
の
「
ゲ
ス
ト
労
働
者
」
を
招
い
た
ド
イ
ツ
の
公
式
声
明

東
京
も
大
阪
も
「
出
稼
ぎ
労
働
者
」
が
住
み
つ
い
て
大
都
市
と
な
っ
た
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海
外
ル
ー
ツ
の
人
た
ち
が
大
活
躍
す
る
「
移
民
社
会
」
日
本

移
民
の
時
代
は
「
チ
ャ
ン
ス
の
時
代
」

第
一
章　

外
国
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
環
境　�

　

38

ア
メ
リ
カ
国
務
省
や
国
連
か
ら
厳
し
い
勧
告

「
外
国
人
＝
犯
罪
者
」
と
思
い
が
ち
な
入
管
職
員
や
警
察
官

長
期
の
海
外
在
留
邦
人
は
約
一
四
〇
万
人

日
本
人
も
「
外
国
人
労
働
者
」
で
あ
る

移
民
が
労
働
条
件
改
善
に
貢
献

「
外
国
人
労
働
者
」
と
い
う
区
別
の
仕
方
自
体
お
か
し
い

「
不
法
就
労
は
犯
罪
の
温
床
」
と
い
う
ウ
ソ

労
働
搾
取
の
人
身
売
買

「
国
民
」
で
は
な
く
「
す
べ
て
の
人
」
の
人
権
が
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

自
ら
の
「
人
権
侵
害
」
に
つ
い
て
も
展
示
す
る
ア
メ
リ
カ
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第
二
章　

外
国
人
労
働
者
奮
闘
記
�
モ
ノ
扱
い
が
横
行
す
る
現
場　�
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一
〇
〇
の
相
談
に
一
〇
〇
の
物
語

【
ケ
ー
ス
１
】
指
を
な
く
し
た
ラ
ナ

「
外
国
人
春
闘
」／

外
国
人
労
働
者
問
題
が
日
本
の
労
働
環
境
の
劣
悪
さ
を
あ
ぶ
り
出
し
た

【
ケ
ー
ス
２
】
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
労
働
者
が
三
八
億
円
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
告
発
の
き
っ
か
け
に

【
ケ
ー
ス
３
】「
岐
阜
事
件
」

�
残
業
代
は
時
給
三
〇
〇
円
。
月
の
労
働
時
間
四
〇
〇
時
間
超

基
本
給
の
半
額
以
上
を
監
理
団
体
が
ピ
ン
ハ
ネ
／
経
営
者
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
も

【
ケ
ー
ス
４
】「
山
梨
事
件
」

�
待
遇
改
善
を
要
求
し
た
実
習
生
を
暴
力
的
に
強
制
帰
国

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
の
調
査
に
「
偽
装
」／
「
強
制
帰
国
」
に
立
ち
上
が
っ
た
実
習
生
た
ち
／

一
五
人
の
男
が
押
し
入
り
、
暴
力
で
バ
ス
に
押
し
込
む
／
バ
ス
の
窓
か
ら
飛
び
降
り
脱
出
／

監
禁
／
ぶ
ど
う
畑
に
隠
れ
て
夜
明
か
し
／
救
出
作
戦

【
ケ
ー
ス
５
】
セ
ク
ハ
ラ
理
事
長
は
市
議
会
議
員
。
高
額
な
布
団
リ
ー
ス
代
も
徴
収

「
普
通
の
人
」、「
い
い
人
」、
社
長
が
変
貌
す
る
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【
ケ
ー
ス
６
】「
と
ち
お
と
め
が
泣
い
て
い
る
事
件
」

二
年
半
無
休
。
パ
ス
ポ
ー
ト
取
り
上
げ
、
強
制
貯
金

【
ケ
ー
ス
７
】「
銚
子
事
件
」

強
制
貯
金
使
い
込
み
、
パ
ス
ポ
ー
ト
取
り
上
げ
／

借
金
で
し
ば
る
「
保
証
金
制
度
」
も
日
本
側
が
作
ら
せ
た
／

恋
愛
・
妊
娠
・
出
産
禁
止

【
ケ
ー
ス
８
】「
ト
イ
レ
一
分
一
五
円
」
の
罰
金

【
ケ
ー
ス
９
】
被
害
者
が
逮
捕
さ
れ
た

ハ
ン
マ
ー
で
殴
ら
れ
た
ル
ン

【
ケ
ー
ス
10
】「
ン
問
題
」
と
は
何
か
？

【
ケ
ー
ス
11
】「
未
払
い
の
給
料
を
よ
こ
せ
」
と
言
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
イ
ラ
ン
人

【
ケ
ー
ス
12
】
入
管
収
容
者
へ
の
差
し
入
れ
を
職
員
が
横
領

【
ケ
ー
ス
13
】
養
豚
場
殺
人
事
件

�
受
入
機
関
の
理
事
が
送
り
出
し
機
関
の
実
質
的
社
長

【
ケ
ー
ス
14
】
自
殺
し
た
が
約
束
は
守
っ
た
社
長
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【
ケ
ー
ス
15
】
全
身
や
け
ど
を
負
っ
た
イ
ラ
ン
人
青
年
と
、
親
身
に
動
い
て
く
れ
た
労
災
課
長

【
ケ
ー
ス
16
】
筆
者
に
火
を
放
っ
た
社
長

第
三
章　
「
外
国
人
」
労
働
者
受
け
入
れ
政
策
の
歴
史　�

　

134

〈
前
史
〉
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
の
時
代
（
戦
前
～
戦
中
）

「
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
容
認
」
政
策
（
一
九
八
〇
年
代
～
）

日
系
ビ
ザ
導
入
（
一
九
九
〇
年
～
）

技
能
実
習
制
度
創
設
（
一
九
九
三
年
～
）

入
管
法
改
正
、
技
能
実
習
制
度
拡
大
（
二
〇
一
〇
年
～
）

技
能
実
習
三
号
、
最
長
五
年
滞
在
（
二
〇
一
七
年
～
）

外
国
人
建
設
就
労
者
受
入
事
業
（
二
〇
一
五
年
～
）

受
け
入
れ
拡
大
議
論
（
二
〇
一
八
年
～
）

「
特
定
技
能
」
創
設
（
二
〇
一
九
年
四
月
～
）

特
定
技
能
制
度
の
可
能
性
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「
留
学
」
と
「
家
族
滞
在
」
が
外
国
人
労
働
者
の
四
分
の
一
近
く

「
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
移
転
」
は
本
当
か
？

コ
ラ
ム
　
国
境
と
人
間
�
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
考
え
た
こ
と

第
四
章　

こ
れ
か
ら
の
移
民
社
会　�

　

159

そ
も
そ
も
「
移
民
」
と
は
何
か

移
民
の
歴
史
的
価
値
を
再
認
識
す
べ
き

「
人
材
開
国
！　

日
本
型
移
民
国
家
」
と
言
っ
た
自
民
党

人
口
減
少
社
会
に
気
づ
い
て
受
け
入
れ
論
議
が
沸
騰

『
人
口
減
少
社
会
の
外
国
人
問
題
』
を
国
会
議
員
に
配
布

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
頓
挫

欺
瞞
の
入
管
法
改
正

禁
句
に
な
っ
た
「
外
国
人
労
働
者
」

国
連
か
ら
の
勧
告
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期
間
限
定
労
働
な
ら
、
そ
れ
を
正
直
に
明
言
す
べ
き

市
民
運
動
、
労
働
運
動
で
も
韓
国
に
学
ん
だ
方
が
い
い
日
本

日
本
社
会
を
じ
わ
じ
わ
と
破
壊
す
る
「
使
い
捨
て
」
労
働

元
凶
は
「
新
時
代
の
『
日
本
的
経
営
』」

人
権
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ま
ず
は
技
能
実
習
生
の
救
済
を

技
能
実
習
制
度
を
や
め
て
も
、
困
る
人
は
い
な
い

「
出
稼
ぎ
労
働
者
」
が
交
渉
で
勝
ち
取
っ
て
き
た
権
利

国
際
基
準
で
あ
る
「
家
族
の
統
合
権
」
を
認
め
な
い
日
本

行
政
の
不
備

�
「
税
金
滞
納
」
通
知
も
日
本
語
文
書
の
み
。
読
め
ず
に
高
額
な
延
滞
金

防
災
訓
練
や
防
災
放
送
も
外
国
籍
住
民
が
参
加
で
き
る
も
の
を

政
府
の
欺
瞞
が
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
生
む

労
働
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
使
う
べ
き

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
注
意
す
べ
き
こ
と

デ
マ
や
フ
ェ
イ
ク
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
、
必
ず
フ
ァ
ク
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
を
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「
外
国
人
が
健
康
保
険
タ
ダ
乗
り
」
と
い
う
デ
マ

「
単
一
民
族
国
家
」
と
い
う
デ
マ

「
外
国
人
が
職
を
奪
う
」
と
い
う
デ
マ

ヘ
イ
ト
犯
罪
に
刑
事
罰
を

川
崎
市
が
画
期
的
な
条
例
で
ヘ
イ
ト
に
罰
金
刑

非
正
規
滞
在
労
働
者
に
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
（
正
規
化
）
を

移
民
基
本
法
の
制
定
を

国
際
人
権
条
約
の
完
全
批
准
を

一
〇
〇
万
人
以
上
の
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
と
、
受
け
入
れ
数
二
桁
の
日
本

コ
ラ
ム
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
っ
て

エ
ピ
ロ
ー
グ
　�

　

232

東
日
本
大
震
災
で
在
留
外
国
人
た
ち
が
支
援

「
技
能
実
習
生
や
従
業
員
を
一
番
に
避
難
さ
せ
た
よ
」
と
胸
を
張
っ
た
社
長
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「
名
無
し
の
震
災
救
援
団
」
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
移
住
者
が
参
加

Ｔ
Ｉ
Ｐ
ヒ
ー
ロ
ー
賞
受
賞
の
裏
話

官
民
一
体
で
人
身
売
買
や
奴
隷
労
働
と
闘
う
ア
メ
リ
カ

大
手
企
業
も
サ
ポ
ー
ト

農
家
に
戻
っ
た
中
国
人
技
能
実
習
生

移
住
連
設
立
に
参
加
し
て

「
贈
る
よ
ろ
こ
び
」

�
「
お
わ
り
に
」
に
か
え
て
　�

　

249

贈
る
よ
ろ
こ
び　

惜
し
み
な
き
贈
与

構
成
／
稲
垣 

收

図
版
作
成
／
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
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12

は
じ
め
に

　

筆
者
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の
ラ
ナ
と
い
う
青
年
か
ら
相
談
を
受
け
た
の
は
一
九
九
一
年
で
し
た
。
彼
は
大

手
自
動
車
会
社
の
下
請
け
零
細
工
場
で
働
い
て
い
て
、
安
全
装
置
の
付
い
て
い
な
い
金
属
プ
レ
ス
機
に
挟
ま
れ
、

指
を
三
本
も
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
会
社
は
労
働
災
害
申
請
も
し
て
く
れ
ず
、
一
〇
〇
万
円
だ
け
渡
し

て
帰
国
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　

ラ
ナ
か
ら
話
を
聞
き
、
会
社
側
と
交
渉
す
る
と
同
時
に
主
治
医
に
話
を
聞
く
た
め
、
千
葉
県
野
田
市
の
小こ

張ば
り

総
合
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
病
院
の
ロ
ビ
ー
に
入
る
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
包
帯
姿
の
外
国
人
が
大
勢
い
た

か
ら
で
す
。

「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
な
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
に
岐
阜
県
の
縫
製
業
者
の
と
こ
ろ
で
「
研
修
・
技
能
実
習
」
と
し
て
働
い
て
い
た
女
性
た
ち
は
、

一
カ
月
で
合
計
四
〇
〇
時
間
以
上
働
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
上
な
く
過
酷
な
労
働
時
間
で
す
。
そ
し
て
、

彼
女
た
ち
の
残
業
代
は
時
給
三
〇
〇
円
で
し
た
。
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13　はじめに

　

二
〇
〇
八
年
に
は
、「
技
能
実
習
生
」
の
中
国
人
女
性
た
ち
が
山
梨
県
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
か
ら
東
京
ま

で
逃
げ
て
き
て
、
私
た
ち
に
助
け
を
求
め
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、「
縫
製
」「
婦
人
子
供
服
製
造
」
の
技
能
実

習
と
い
う
名
目
で
日
本
に
来
た
の
で
す
が
、
縫
製
の
仕
事
は
い
っ
さ
い
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
ず
っ
と
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
工
場
で
働
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
信
じ
ら
れ
な
い
低
賃
金
で
し
た
。
彼
女
た
ち
が
待
遇
改
善
を

要
求
す
る
と
、
社
長
た
ち
は
暴
力
的
手
段
を
使
い
、
強
制
帰
国
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
必
死
の
思
い
で
逃
げ

出
し
て
私
た
ち
の
も
と
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
彼
女
た
ち
の
全
身
は
傷
だ
ら
け
で
し
た
。

　

愛
知
県
の
某
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
会
社
で
は
、
研
修
生
た
ち
の
ト
イ
レ
の
使
用
回
数
と
、
使
用
時
間

ま
で
、
分
刻
み
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
何
分
ト
イ
レ
に
行
っ
た
か
を
記
録
し
、
一
分
に
つ
き
一
五
円
の

罰
金
を
取
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
工
場
は
、
車
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
や
ア
ー
ム
レ
ス
ト
を
ミ
シ
ン
が
け
し
て
作
る
工
場
で
し
た
が
、
賃
金
が

安
い
こ
と
に
彼
女
た
ち
が
抗
議
し
て
賃
上
げ
要
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
報
復
措
置
の
よ
う
な
形
で
ト
イ
レ
の

回
数
と
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

外
国
人
労
働
者
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
や
そ
の
後
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
中
で
詳
し
く
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。
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14

　

現
在
、
都
市
部
を
中
心
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
工
事
現
場
な
ど
で
、
外
国
人
労
働
者
（
筆
者
は
「
外

国
人
労
働
者
」
と
い
う
区
別
的
な
表
記
に
違
和
を
感
じ
、「
移

住
労
働
者
」
と
呼
ん
だ
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
議
論
も
あ
り
、「
移
住
労
働
者
」
と

い
う
言
い
方
が
、
ま
だ
耳
慣
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考

慮
し
、
本
書
で
は
暫
定
的
に
「
外
国
人
労
働
者
」
と
記
し
ま

す
）
の
姿
を
以
前
に
も
増
し
て
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一

日
に
発
表
し
た
「
外
国
人
雇
用
状
況
」
デ
ー
タ
で
は
、

二
〇
一
九
年
に
事
業
主
か
ら
届
け
出
が
あ
っ
た
外
国
人

労
働
者
数
は
、
お
よ
そ
一
六
六
万
人
で
す
。

　

実
質
的
に
「
移
民
社
会
」
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。
さ
ら
に
経
団
連
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
外

国
人
労
働
者
の
就
労
は
今
後
も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
決
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ま
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
四
月
、
改
正
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管
法
）」
な
ど
が
施
行
さ
れ
、

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
ま
で
、「
単

純
労
働
者
は
受
け
入
れ
な
い
」
と
し
て
き
た
従
来
の
政
府
方
針
を
転
換
す
る
も
の
で
、
よ
り
多
く
の
外
国
出
身

の
人
が
日
本
を
訪
れ
、
働
き
、
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
は
た
し
て
こ
の
日
本
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
社
会
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

冒
頭
に
挙
げ
た
ラ
ナ
は
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
（
超
過
滞
在
）
で
、
そ
れ
が
発
覚
す
る
の
を
恐
れ
た
会
社
側
は
労

災
申
請
を
た
め
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
よ
う
に
大
き
な
ケ
ガ
を
し
て
も
、
会
社
が
労
災
を
申
請
し
て
く
れ
な

い
と
い
う
外
国
人
労
働
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
や
岐
阜
の
中
国
人
労
働
者
の
女
性
た
ち
の
よ
う

に
、
驚
く
べ
き
低
賃
金
で
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
働
か
さ
れ
て
い
る
技
能
実
習
生
た
ち
も
、
全
国
に
大
勢
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
奴
隷
労
働
」
が
行
わ
れ
る
背
景
に
は
、
日
本
政
府
の
欺ぎ

瞞ま
ん

が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
社
会
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
の
政

権
は
「
特
定
の
人
々
」
の
反
発
を
恐
れ
て
「
移
民
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
を
た
め
ら
い
、
正
当
に
就
労
で

き
る
在
留
資
格
（
ビ
ザ
）
を
作
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
過
去
四
〇
年
、
は
じ
め
は
観
光
ビ
ザ
で
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
、

ま
た
今
で
は
技
能
実
習
生
や
留
学
生
な
ど
、
就
労
名
目
以
外
の
ビ
ザ
で
入
国
し
働
く
労
働
者
が
多
い
の
で
す
。

そ
し
て
労
働
者
と
呼
ば
ず
「
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
移
転
で
あ
る
」
と
い
う
名
目
で
技
能
実
習
制
度
と
し
て
ア
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ジ
ア
の
国
々
か
ら
多
く
の
人
た
ち
を
受
け
入
れ
た
結

果
、
実
態
は
労
働
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
研
修
」
と
「
技
能
実
習
」
の
混
同
と
あ
い
ま
い
な

解
釈
に
加
え
て
「
教
え
て
あ
げ
て
い
る
」
と
の
傲
慢

さ
が
蔓ま

ん

延え
ん

し
て
し
ま
い
、
奴
隷
労
働
の
温
床
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
や
国

連
の
人
権
機
関
な
ど
か
ら
再
三
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
筆
者
の
私
自
身
は
、
二
〇
代
か
ら
労
働
組

合
運
動
に
関
わ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
支
援
活
動
も

始
め
て
三
〇
年
を
超
え
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
現

在
は
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

移
住
者
と
連
帯
す

る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
移
住
連
）」
の
代
表
理
事
を

し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
労
働
者
や
移
民
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て

は
、
世
間
で
非
常
に
多
く
の
フ
ェ
イ
ク
情
報
が
流
布
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し
て
い
る
た
め
、
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
フ
ァ
ク
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
く
こ
と
が
な
に

よ
り
大
事
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
本
の
中
で
も
、
数
字
や
統
計
を
し
ば
し
ば
引
用
し
て
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
、
現

場
で
筆
者
た
ち
が
見
た
事
実
を
紹
介
し
な
が
ら
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く
、
と
い
う
形
で
本
書
を
書
き
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

筆
者
が
グ
ラ
フ
や
数
字
と
い
う
も
の
に
重
き
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
「
現
場
の
実
感
と
、
政
府
な
ど
か

ら
発
表
さ
れ
る
数
字
や
デ
ー
タ
が
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
」
と
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

に
つ
い
て
、
自
分
の
経
験
だ
け
の
判
断
で
な
く
、
数
字
や
デ
ー
タ
を
も
う
一
度
確
認
し
て
み
る
、
と
い
う
こ
と

に
留
意
し
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
「
裏
付
け
」
を
し
っ
か
り
取
り
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　

た
だ
し
、
筆
者
は
長
年
に
わ
た
っ
て
外
国
人
労
働
者
の
問
題
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
学
者
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
法
律
家
で
も
な
く
、
オ
ル
グ
（
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）、
実
務
家
で
す
。
し
か
し
、
現
場
で
起
き
て
い

る
事
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
数
字
、
デ
ー
タ
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
デ
マ
、
フ
ェ
イ
ク
情
報
に

対
し
て
は
、
心
情
や
正
義
や
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
数
字
、
デ
ー
タ
、
事
実
を
突
き
つ
け
て
反
証
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
研
究
者
か
ら
も
信
頼
と
支
持
を
受
け
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
、
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運
動
づ
く
り
も
ま
た
、
数
字
、
デ
ー
タ
、
つ
ま
り
フ
ァ
ク
ト
に
従
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
数
字
、
デ
ー

タ
を
操
作
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
事
実
を
直
視
し
、
事
実
に
則
し
た
道
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
現
場
と
デ

ー
タ
を
結
び
つ
け
る
の
が
私
た
ち
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

　

思
想
信
条
は
大
切
で
す
が
、
事
実
を
思
想
信
条
の
「
ワ
ク
」
に
押
し
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
私
た

ち
市
民
社
会
が
移
民
政
策
を
考
え
る
上
で
の
肝
だ
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、「
移
民
」
と
い
う
言
葉
に
接
す
る
と
き
、
日
本
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
に
傾
き
が
ち
で
す
。
で
す

が
、
例
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
延
期
に
な
り
、
最
終

的
な
開
催
を
め
ぐ
る
こ
と
は
二
〇
二
〇
年
五
月
現
在
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
大
会
を
準
備
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
人
々
が
移
動
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
移
民
に
つ
い
て
、
こ
の
日
本
社
会
が
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
二
〇
一
九
年
末
か
ら
世
界
各
地
に
拡
散
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
多

数
の
死
者
を
生
み
出
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
影
響
は
必
ず
し
も

「
禍
」
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
が
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
た
実
像
と
課
題
が
あ
る
と
筆
者
は

考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
？　

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
日
本
を
含
む
多
く
の
地
域
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

（
都
市
封
鎖
）
な
ど
を
さ
せ
、
国
内
は
お
ろ
か
国
境
を
ま
た
い
だ
人
々
の
動
き
や
経
済
活
動
を
大
き
く
制
限
し
て
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い
ま
す
。
で
す
が
、
同
時
に
こ
の
過
程
で
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
ず
幸
福
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
」

と
い
う
次
の
社
会
で
何
を
尊
重
し
て
何
が
必
要
な
の
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
は
す
な

わ
ち
、
移
民
政
策
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
提
起
、
私
た
ち
が
今
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
対
す
る
答
え
に

直
結
し
ま
す
。

　

移
民
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
本
当
に
必
要
な
策
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
、
日
本
社
会
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の

人
々
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
本
書
で
お
伝
え
で
き
れ
ば
望
外

の
幸
せ
で
す
。


